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東日本大震災で被災された会員のみなさまに、心からお見

舞い申し上げます。 

 ３月１１日午後２時４６分、三陸沖で発生したマグニチュー

ド９．０の巨大地震は、岩手県内各地に大きな被害をもたら

すとともに、それに伴って発生した大津波は沿岸部の各市

町村を直撃し、壊滅的な打撃をあたえた。漁業の町は一面

がれきの山と化し、町並みが消えてしまった。その後の調査

で、津波の高さは、宮古市田老地区で３７．９メートルに達し

ていたことが分かった。４月８日現在、岩手県内の死者は３

７２８人、行方不明４７０７人、建物の損壊は１万２９９４戸で、

陸前高田市の１３４０８人をはじめ、４万８７３６人の被災者

が、不自由な避難所生活に耐えながら、懸命に生きようとし

ている。県人会では、11 日の地震発生直後から動きだし、

14 日月曜日に緊急役員会を招集、会員の皆さまに義援金

をお願いすることを決めたほか、街頭募金をすることを提案

したが、結論は得られなかった。しかし日に日に被害の惨状

が報道されるに及んで、なかば強引に街頭募金を行う方向

で準備を始めた。福島、宮城両関西県人会にも、ともに街頭

に立とうと呼びかけた。この段階で、ミナミの道頓堀商店街

（今井徹会長）から募金には全面的に協力するという暖かい

申し出をいただいていたが、南警察署に道路使用許可を申

請したところ、商店街の道路上は一切認められないという冷

たい返事。今井会長も同道して下さったのだが人通りの多

い場所での募金は、この段階で諦めざるを得なかった。 
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多い場所での 

 

 

曽根崎警察署でも、藤井副会長が懇意にしている警察官僚

を通じて頼みこんだが、やはり、人通りの多い場所での募金

は規制を受けることになった。結局 3 月 21 日（祝）と 25 日

（金）は、ナンバのマルイ南西角、御堂筊 nambaHIPS 前、

千日前のアムザ前、22日（火）は、梅田の阪急デパート南側、

曽根崎警察署西側、阪神デパート西側という、厳しい条件で

の募金活動になった（詳細は、後述の山本幸子さんの記事

参照）。ゲリラで人通りの多い場所に立つことも考えたが、悲

しみに耐えながら、規律を守り整然と行動している姿が、世

界中の賞賛を浴びている故郷の人たちに恥ずかしいことだ

けは絶対やるまいと心に決めていた。3 月とはいえ、冷たい

風が吹く中で、役員を中心に、駆けつけたボランティアのみ

なさんが懸命に街ゆく人に募金を呼びかけた。２５日には、

林信幸氏の所属する南ロータリークラブのメンバーが大挙

忚援に駆け付けてくれたほか、大相撲の二十山親方（元栃

乃花）も姿を見せた。１０円玉を握りしめて募金箱に入れてく

れたよちよち歩きの幼い子、分厚い１万円札の束をぶっきら

ぼうに押し込んで立ち去った初老の男性、車を停めて駆け

だしてきてくれた仕事中の男性、財布を逆さまにして有り金

全部を入れてくれた茶髪の若い女性、３県の募金箱に１００

０円づつ入れてくれた律義なおばあちゃんなど、暖かい善意

に涙が出るほど感動し、寒さも気にならなかった。何よりも、

岩手、宮城、福島の関西県人会が、ともに手を携えて呼び

かけたことが、多くの共感を呼んだと強く感じている。 

 

 

東日本大震災 

街頭募金に支援の輪広がる 

故郷は必ず立ち直る！！ 

震災特集号 
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３日間の募金の結果は、８、１１５、６６６円となり、３県人会

で均等に案分した結果、２、７０５、２２２円を岩手県災害義

援金募集委員会に送ります。ご協力心から感謝申し上げま 

す。今回の震災では、さまざまな方からご支援をいただき、

そのひとつひとつが、暖かな善意にあふれるものですが、そ

の中からエピソードをご紹介します。３月１４日、故郷の惨状

を見て、尐しでも力になりたくて、義援金を持参したと、盛岡

市出身の村山武雄さん（８８）・ミツエさんご夫妻が県人会事

務所を訪れた。岩手県警の警察官として沿岸部の町にも勤

務したことがあり、今は羽曳野に住む娘さんと同居している

という。差し出されたのは、何と、帯封が巻かれた１００万円

の束だった。県人会では処理できないので、県事務所を通じ

て、早速、県の義援金募集委員会に送金する手続きを取っ

た。「自分たちは年なので、これから何年も生きられない。こ

ういう非常の時にお役にたてるのなら幸いです」と静かに語

っていたご夫妻の顔が忘れられない。もちろん県人会に入

会していただきました、また岩手町出身の会員・佐藤勇作氏

からは会社の事務所（４階建て）と社宅（３４０坪）を、岩手か

らの避難者に使っていただきたいという申し出もいただいて

いる。 

鎌田記 

 

 

わずか１日の違いで難を逃れる！ 

松坂定德 陸前高田市出身 

  

関西岩手県人会の皆様の郷里に居られるご親戚の方、

被災を受けた方々にお見舞いを申し上げます。親戚・友

人の方で亡くなられた方も多く居られると思います。心

より哀悼の意を申し上げます。 

 人生には偶然にお会いしたことで幸いが舞い込むこと

もあれば、偶然に危険から避けられることもある。今回

は後者の方でありましたが、陸前高田市から３月１０日

に下阪しました。然し、総てがこれで良かったと言えな

いこともあり複雑な思いであります。 

個人的な行動で恐縮でありますが、私と東日本大震災

との遭遇について記述します。 

私は陸前高田市気仙町（旧気仙郡気仙町）に生れまし

た。先祖代々この地に住み１２代目になります。簡単に

言いますと、私の家は仙台藩の金山奉行を伊達政宗の代

から廃藩置県に至るまで勤めていました。祖父の兄弟が

６人いて、陸前高田市に５人、気仙沼市に１人います。

姓は松坂・菅原・菅野・松野・上部・伊藤と様々ですが

血縁関係があります。今では曾孫の代になり広がってい

ます。父の兄弟も６人いて、陸前高田市・大船渡市・気

仙沼市にいます。いずれも父の兄弟は他界し、我家で生

れたのは姉と私だけになりましたが、従兄弟達は大勢い

ます。 

３月３日夜、一番親しくしていた気仙沼市河原田に住

む大正１５年生れのＣ従兄が亡くなったと、Ａ従兄の長

男から電話があり、私の体調も考えて往くか行かないか

を判断すると答えておいた。然し、子供の頃から兄のよ

うに遊んで呉れて面倒を見てくれた恩義がある。予科練

生になって、休暇のときは純白の服装で我家を訪ね、七

つボタンに桜の錨、短剣下げて海軍帽を被った姿は少年

の私には眩しく憧れの従兄でありました。昭和２０年９

月には若鷲として飛び立つことになっていたと言う。８

月に敗戦になり生還したことを悔み、先に飛び立った同

僚に申し訳がないと悔み悩んでいた。岩手の人達が清水

寺にアテルイ・モレの顕彰碑を建てたことを話した時、

俺れ等も高野山に「予科練の碑」を建立したと語った。

高野山に行って見ると、墓石群の中に予科練旗がへんぽ

んと翻っていた。 

３月８日の葬儀と言うので７日に帰省し、陸前高田市

気仙町の姉の家に泊まった。我家の隣に新しく建てた家

である。子供の頃の隙間だらけの古い家で煎餅布団と違

って、電気毛布に羽根布団の寝具である。母のような愛

情を感じて眠りに着いた。陸前高田市の教育委員をして

いるＹ従弟が迎えに来ることになっていると言うので準

備をしていた。８日午前９時半頃に、姉と３人で気仙沼

市の清龍寺に向かった。亡くなったＣ従兄は終戦後から

気仙沼の消防団員となり、副団長・団長となり市の消防

活動に貢献し勲章も頂いた。葬式には予科練の同僚や家

族、消防団や元・気仙沼市長などの見送りを受けた。役

所に勤めている長男は、社会的には少しは役に立ったの

かも知れないが、家業を中途でやめて飛び出す父は家族

を満足させるものではなかったと話した。私も、学生の

頃も、社会人になっても、陸前高田との行き帰りのどち

らかを中継点に利用していた。飲んで列車の時間を忘れ

泊ったり、長男や奥さんに送ってもらったこともある。 

気仙沼から陸前高田に移動し時間があったので、先祖

が創建した菩提寺の荘厳寺や市役所の菊池企画部長を訪

ねて、玉山金山遺跡の文章の校正や打ち合わせをしてい

たら、外出から戻った戸羽市長が帰られて挨拶。同級生

で郷土史研究家の相模洋先生に電話。彼も話したいこと

があると言うので、翌日、高田松原のホテル・キャピタ

ル１０００のラウンジで１０時に会い、食事をしながら

積もる話をしよう、と約束した。 

９日Ｙ従弟の車でキャピタル１０００に行き相模先生

と会う。東海新報社の伊藤雪枝記者を紹介される。食事

の部屋に移ろうかと言った時に、シャンデリアが落ちる

ような激しい地震が起きた。ホテルの責任者をしている

Ｙ従弟の長男が飛んできて、津波が来るので早く避難し

て下さい、と言う。震度４であるが地盤のせいか大きな

揺れであった。２０センチの津波があった。Ｙ従弟の迎

えで彼の家に行き家族の近況を聞き、一杯飲みながら我

家の古文書を解読した成果を聞く。鉱山の基本事項を著

した伊達藩の「御山例書」である。未だ克って全部を解



読した人は居ない。Ａ４版紙に１６０ページになったと

言う。これを読み直して、堺の自宅に送付すると約束し

てくれた。Ｙ従弟の家は気仙町的場と言う場所で、仙台

藩の鉄砲組の練習場のあった所で、気仙大橋の袂である。

津波には神経を使いながら、大きな堤防を頼りにしてい

る。地震がある度に気仙小学校の３階が地盤と相当する

高台にある我家を避難場所にしていた。津波解除になる

と帰るのが通例である。我家の地盤までは絶対に津波が

来ないと誰もが信じていた。昭和８年の三陸の大津波で

は、長部の港近くでは大きな被害を受けたと聞いている。

Ｙ従弟の父上等が、青年団としで死者の後片付けに尽力

したと聞く。後に港は整備され、気仙川の堤防は改修さ

れた。昭和３５年のチリ地震津波でも、三陸地方は大き

な被害をうけた。それぞれの自治体では完全と思われる

予防策を講じていた。この時も高田松原の松は耐えてき

た。それでも大きな松の木の根元は引き波に抉られて、

大きな穴が開いたので、急遽埋め戻しを行ったが枯死す

るものもあり、弱った松には松食い虫が着き、防虫対策

も行われた。 

今年の税務申告が済んでいなかったため１０日に陸前

高田を出発して、午後１０時過ぎに堺市北野田に着いた。

１１日堺税務署に行き申請が終わったのが１２時半ごろ、

目の前にある森山浩行代議士の事務所に立ち寄ろうとし

て道を横断したが、姉に帰着の連絡をしていないことを

思い出し寄らずに帰ることにした。姉は昼間にはたいて

い外出が多いのだが、この時は直ぐに電話にでた。暫く

してテレビをつけて驚いた。東北方面が大津波である。

大船渡・気仙沼・陸前高田・宮古・釜石・大槌・東北か

ら関東までの沿岸の町が被害甚大と報じている。陸前高

田のニュースは逃さずに見た。気仙川の気仙大橋、姉歯

橋の２つとも流されたと聞いた。 

然し、気仙町のニュースが無い。Ｙ従弟の家と家族が

最も心配である。情報が欲しい。盛岡の姪なら何か分か

るかもしれないと思い連絡したが分からない。父の教え

子でもある親戚の盛大付属高校の菊池元校長に電話した。

もしもしと言った途端に、「定德さんですか今電話しよう

と思っていました。高田に行ってきました。気仙大橋と

姉歯橋が流されたので気仙町には行けませんでしたが、

Ｙ従弟の家は流されたが家族は大丈夫です」。勿論避難場

所も息子の携帯も聞いた。「あなたの高田の家は？」「勿

論流されました」。「妹さんは？」。「元気です。気仙町は

気仙小学校も八木沢商店も町並みは全部やられました。

町並みは中井まで全部駄目です。定德さんの家は高台だ

と記憶してますから、大丈夫だと思いますが、危ないか

もしれません」と言う。それでも高台にある我家は大丈

夫だと信じていた。 

岩手朝日テレビの総務局長を思い出した。岩手銀行大

阪支店長時代に知り合った。姪の婿の上司であった。電

話して頼んでみた。陸前高田市の市街地は映るが気仙町

は映らない。橋が落ちて高田側からは行くことが出来な 

                       ３ 

い。大原を越えれば入ることが出来るから映して欲し

いと。これから高田方面の取材に出掛けるところなので

伝えますが、希望に添えるかどうか分からない、とのこ

と当然である。 

 その日の夜、盛岡の姪から割烹着姿の母さんをテレビ

で見た。長部の長円寺に無事でいますとのこと。続いて

盛岡の菊池校長からも、姉さんがテレビに出で居るのを

見ました。ただ表情をみると家が流されたかもしれませ

んと、的確な状況判断であった。姉夫婦は無事に義兄の

甥の車で、盛岡の姪のマンションに避難した。姪の話で

母はインスリンが必要だが持ち出していないだろうから

盛岡に引取るという。 

 衛星電話でＹ従弟からも連絡が入る。家は流されたが

家族は全員無事です。妻の実家に世話になっています。

市内の小中学校の卒業式、入学式の準備をしています。

みんな元気ですから心配しないで下さい、とのことであ

った。古い我家は石の土台に載せてあるだけなので波に

乗せられ移動し、他人の土地に置かれてあると言う。残

っていると分かれば欲が出て、せめて仏壇の先祖の位牌

や箪笥に入れてある大小の刀は保存したいと思うと姉に

話すと、部落全体が無人だと言う。ガソリンも無いし列

車の足もない。盗られた時は仕方が無い、助けて頂いた

だけで感謝と言う。姉の家の 1 階はメチャメチャだが基

礎はボルトで押さえられているので流されずに済んでい

る。 

私が生れた時に買ってくれたと言うビクターの蓄音機

が無事であるならば、しかるべき所に進呈したい。陸前

高田市は役所も博物館も図書館も、在所の宝物は総て消

えた。盛の従姉も相模先生も未だに行方不明である。大

阪に居て協力出来ることは「関西岩手県人会」の鎌田会

長が提唱する大震災の義援金募金活動に参加し、一日も

早い復興を祈るのみである。 

 

以 

 地震がきたら津波と思え！ 
           鈴木綾子 大船渡市三陸町吉浜出身 

 

子どもの時から父に言われ続けていました。 

父が生まれる 10 年前 明治大津波で家の３・４代が全滅し

てしまったのでした。残ったのは南部鉄瓶一個と丸い銅鏡の

ようなものだけでした。 

小学校の帰り道 お寺の前の大きな津波慰霊碑の名前をみ

んなで読んだものでした。屋号につづき フユ 弥左衛門 コ

マ コタカ タカヨ など。 

そのとき以来、吉浜は津波の来たところには、絶対家を建て

ないということになったようです。 

そこは、みんなたんぼになりました。お蔭でその後の昭和８

年の津波 チリ地震津波と被害はありませんでした。 



 

そして今回も・・・・と言いたいところですが。 

今回は、昔無かった堤防があっても、それを乗り越え破壊

し、水は明治の時と同じぐらいまで来たそうです。道路の下

にあった２軒の家が流され、千歳（せんざい）の同級生の家

が流されました。彼は船で一晩過ごしたそうです。海にまる

こ（しうり貝？）切りに出ていたおじいさんも亡くなりました。 

いざという時の覚悟のもと 堤防の前に民宿「きっぴん」を開

いていた幼友達時子さんは、逃げて無事でした。それでも４

０年もご夫婦で経営されてきた民宿でした。 

高田に住んでいた同級生牧夫君は、一番足の速い人でした。

奥さんを先に逃がし その後から逃げていましたが、途中車

を助けようとして（詳しく分かりませんが）波にのまれたという

ことです。優しい牧夫君だからと、きょう、吉浜の同級生が書

いてよこしてくれました。 

同級生３人のお母さんが亡くなりました。近所のお母さんも。

皆、隣の越喜来（おきらい）の「三陸の園」におられたようで

す。  

その近くの８６歳？の先生からお手紙が届きました。 

 

  

 

大船渡は、市長さんを先頭にすぐ復興に立ち上がっておら

れるようです。地元の方と地元を離れていた方々が知恵と

力を集め 復興の槌音をひびかせようと奮闘されておられる

ようです。 

今日、月に一度の歌の会がありました。今年度最後の会で

した。一人の方がみんなに千代紙人形を折ったお箸袋をくだ

さいました。赤い帯を締めた千代紙人形を見たとたん涙がこ

ぼれてしまいました。文江さん どうぞお元気でいてください。

二人で「きんらんどんすのおびしめながら・・・」と踊りました

ね。しなやかな文江さんと、丸たんぼうのような私と。高田の

小友に出したはがきは、まだ彼女には届いていないようです。

でも安否情報では、避難しているのを見ましたと出ていまし

た。 

文江さんどうぞ無事でいてください。お願いします。 

 

 

 

 

 

実家は跡形もなく流されました 
外浦記代美 野田村出身 

 

 この度の東日本大震災で被災された皆様には、心より 

お見舞い申し上げます。 

 さて、私の故郷 野田村に於いても、亡くなられたり、 

家を流された方が沢山いらっしゃいます。私の実家も跡

形もなく流されてしまいました。 

 村全体では１５７０棟位ありましたが、村の中心地に

ある２００棟以上が流失しました。その中には、唯一あ

った岩手銀行の支店や郵便局等も無くなってしまいまし

た。又、死亡した人も５０人が確認されております。避

難している人は、６５０人位ですが、幸い電気も水道も

あるので助かっているようです。まだ固定電話が通じま

せんので、正確な情報はわかりませんが、大体そのよう

な事になっているようです。すぐにでも飛んで行きたい

ところですが、今は行政にまかせて、我々にも何かでき

るようになりましたら、出来る限りの協力をしていきた

いと思っております。大変不自由な思いをしている被災

者の皆様には、希望をもって頂きたいと思います。最後

になりましたが、亡くなられた方々には謹んでお悔やみ

を申し上げます。 

 

ふるさとへの想い 
堯律子 陸前高田市出身 

 

津波に襲われた古里の様子をテレビで見て、しばらくはシ

ョックで頭が真っ白になりました。被災地には今も連絡の取

れない親類や友人がいます。阪神大震災では、向こうの同

級生たちが、たくさん義援金を送ってくれました。生まれ育っ

たあの美しい街をもう一度取り戻してほしいと切に願ってい

ます。 寒に椿の咲く気仙・・といわれ、北国としては暖かく、

春になると猫柳の芽がふくらみ、梅、桃、桜が咲き競う。夏に

は蝉が鳴きやんだ夕暮れ時、気仙川の岸いっぱいに月見草

が咲き、川面を明るく照らす川下では、アユを釣る人たちの

話し声。そして空には満天の星。秋の訪れは早く、裏山の大

きな栗の木の幹を、リスの親子が駆けっこし、二百十日の風

に揺られてポトポトと栗の実が落ちる。そんな風景が私の原

風景となり、その延長線上に、私のライフワークデアルメル

ヘンを題材にしたミュージカル作品創りは、演ずる青尐年、

そして、それを観劇するファミリーのお客様とともに、同じ作

品を共有しあうことにより、心の豊かさや芸術的感性を育て

る。４４年間の活動で、１０万人余りの観客の皆様に感動し

ていただき、私の心の中から、あの陸前高田の美しい風景

が消えない限り、この活動は続くでしょう。「星の王子さま」の

上演を終え、次の「アンデルセンの世界」の作品創りに入っ

ている。廃墟と化した陸前高田、一日も早く復興し、また新た

な美しい風景が見られることを願いつつ・・・・ 



 

３県関西県人会で募金活動 
山本幸子 北上市出身 

 

2011年 3月 11日午後 2時 46分。宮城県沖を震源地とする

マグニチュード９という未曾有の地震が東北・関東地方を襲

い、各県に甚大な被害をもたらしました。私達のふるさと岩

手も地震・津波で、特に海岸部の町々は瓦礫の山と化し犠

牲になられた方々の数も増え続けております。そして、多く

の被災者の方達も想像を絶する避難生活を余儀なくされて

不安な毎日を送られています。 

｢私達もふるさとの復興のために動かなければならない｣ 

鎌田会長及び役員の方々、関西岩手県人会の会員の強い

思いからホームページ上での募金告知及び街頭募金活動

を行い、街頭募金については、関西岩手県人会から関西福

島県人会と関西宮城県人会に声をかけ合同での活動を行

いました。 

 

【募金活動実施日】時間 10:00～17:00 

 ◆3月21日(祝) なんばマルイ前 御堂筊ヒップス前 千日

前アムザ前 

 ※雤の降る中、各県人会員、各県出身者他関係者が忚援

に駆けつけました。又、多くのメディア各局・各新聞が私達

の活動を取り上げ報道されて、その一部は被災地にもテ

レビ放映され新聞に掲載されたとの事で、被災者からも

｢関西が頑張ってくれている。ありがとう｣という電話やメー

ルを頂きました。 

 ◆3 月 22 日(月) 梅田阪神デパート西側 曾根崎警察前 

阪急百貨店前 

 ※平日と言うこともあり募金に携わる人数を心配しました

が、働いている方達も時間を作り参加。2 日目ともなると

皆さん元気よく道行く人に呼びかけていました。 

 ◆3月25日(金) なんばマルイ前 御堂筊ヒップス前 千日

前アムザ前 

 法善寺境内 

 ※25 日は法善寺神田ご住職様のご好意で水掛不動尊境

内での募金活動が出来ることになり話題に。大阪南ロー

タリークラブの皆様、関西愛媛県人会の大勢の皆様も忚

援に駆けつけるなど盛り上がりました。時折、にわか雤が

降ったり午後になると気温が下がって手がかじかむような

状況の中でも被災地の寒さに比べれば何でもないと皆さ

ん一生懸命募金活動をする姿が印象的でした。終了後、

義援金は事務局に集められ三県の皆さんで集計されまし 

た。 

 

【3日間の募金総額】８，１１５，６６６円 

今回の三県合同街頭募金で集められた尊い義援金はすべ

て三県の被災地のために公平に分けられそれぞれの県に

渡されます。 

５ 

●岩手県災害義援金募集委員会 

                                     

●福島県災害対策本部 

●宮城県災害対策本部 

 

尚、この度の募金活動では 

・道頓堀商店会今井徹会長・吉留事務局長様 

・千日前商店会振興組合理事長田島義久様 

・大阪南ロータリークラブ林信幸様(県人会員)と皆様 

・浪速名刹水掛不動尊 法善寺ご住職神田眞晃様 

・関西愛媛県人会の皆様 

・関西福井県人会様(募金) 

・株式会社くれおーる加西芙子社長 

その他、沢山の方々に大変お世話になりました。 

また、多くの企業や商店、飲食店、病院関係、美容院などか

らも義援金を集めているので協力しますとの連絡も入ってお

ります。 

法善寺様からは 4月 11日に追悼供養を行うとのお話があり、

青年部が中心になって今後も支援して下さるとのお言葉を

頂いています。 

道頓堀商店会はじめ各商店会からは、今後もイベントなどで

ご協力下さるとの事です。 

実家が被災しているけど故郷に駆けつけることも出来ない

ので、せめて募金活動に参加しますと行ってこられた若者。

前日まで被災地に取材に行っていたのに、募金場所へ小さ

なお子さんを背負い家族で募金活動に参加した記者さん。 

大きな声で呼びかけをして下さった大阪の芸人さん達。岩手

県の出身者でせめて募金をと駆けつけて下さった皆様。岩

手県で大変お世話になったからと駆けつけて下さった学生

の方々。｢友達が津波で亡くなった｣と涙ぐんで募金にこられ

た男性など。募金活動には仕事などで参加出来ないけれど、

ツイッターやブログで忚援して下さった大勢の方々の存在が

ありました。 

今後の支援活動については、義援金募金の継続はもとより

被災地のニーズに合わせ、県人会として何が出来るのかが

課題になります。 

郷土のみならず被災地の 1日も早い復興を祈りましょう！ 
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３月２２日曽根崎警察署前 

 

 

 
             ３月２１日マルイ前 

 

 

 
        3 月 25 日千日前「アムザ」前 

 

 

        ３月２５日マルイ前 

  募金に駆け付けた二十山親方（左から３人目） 

 

 

      3 月 21 日千日前「アムザ」前 

 

 



 
3 月 21 日 nambaHIPS前 

 

岩手県大阪事務所次長 

佐々木哲哉氏着任 

 ４月の人事異動に伴い、岩手県大阪事務所は、吉田真二

次長に代わり、佐々木哲哉次長（５０ 盛岡市出身）が着任

いたしました。単身赴任と伺っていますが、業務多忙の中で、

着任の原稿をお願いいたしました。 

 

関西岩手県人会の皆様、この 4月の人事異動により岩手

県大阪事務所に勤務することとなりました佐々木哲哉です。 

 このたびの東日本大震災において、故郷・岩手は甚大な

被害を受けました。また、関西地域に居られる方々の御親

族や御友人なども被災されていると聞いており、謹んで哀悼

の意を表します。 

 さて、東日本大震災当日の3月11日は岩手県の人事異動

の内示日であり、私も午前中に大阪事務所勤務の内示を受

け、午後からは事務引継書の作成などと考えていたところ、

突然の、しかも、今までに体験したことのない波長が長く、そ

して気持ち悪い揺れと断続的に続く余震に県庁内が騒然と

しました。また、地震直後から県内全域が停電や有線・携帯

電話の基地局などが被災し情報が全く取れなくなり、かろう

じて自家発電を有する県庁はテレビ放送と県防災ヘリから

の映像などで被害状況を目の当たりにしたのでした。 

 震災復興は緒についたばかりで、これから長い道のりとな

ることを覚悟しなければなりません。しかし、挫けず頑張って

いかなければならないと考えております。 

関西地区における岩手県の前線基地として皆様とともに

歩んで参りたいと考えておりますのでどうぞよろしくお願い申

し上げます。 

 

おわび 

 前岩手県大阪事務所次長の吉田真二氏の帰任の弁をお

願いしていましたが、７日に起きたマグニチュード７．

１の大きな余震のため、通信回線が不良となり、原稿を

受け取ることが出来ず、本号に掲載出来ませんでした。 

バイタリティー溢れる活動で、新しいネットワークを築

き、県人会のイベントにもお子さん連れで積極的に参加

して下さるなど、県人会は大変お世話になりました。県

庁・産業経済交流課での吉田氏の活躍を祈ります。 

編集部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    ７ 

大津波に耐えた 

「奇跡の一本松」希望の松 
 

 ３月２４日夜のテレビニュースで、陸前高田市の放映があ

り、「高田松原」の震災前の風景と震災後の風景が放映され

た。津波前の松原は、紺碧の白波が打つ白砂青松の松並

が美しい２キロにわたる松原である。数万本の松ノ木で美観

を呈していた名勝高田松原である。３月１１日の大津波の後

は、従前の松原は真っ黒い濁流に呑まれて一変してしまっ

た。２０日、岩手県大阪事務所の吉田次長から、現在の高

田松原の航空写真を見せて頂き愕然とした。海面より数メー

トルは高かった松原が、海面と水平になり海水が侵入してい

る現実を見た。ところが２４日夜のテレビ放映では、気仙川

近くの松が一本だけ残っている。「ど根性の一本松」と言わ

れていた。２万本の松林が大津波に流された中で、一本だ

けが傷を付けられながらも生き残ったことを知った時は、思

わず歓喜の拍手を贈った。２５日震災の義援金募金会場で

鎌田会長から読売新聞に掲載されていること知り記念にと

購入した。 

高田松原は「日本百景」「国指定名勝」にも選ばれた美し

い松原。「渚１００選」「歴史公園１００選」「海と緑の健康海岸」

など、数々の名誉ある愛称の名前を付けて頂いた高田松原

である。岩手県では広く美しい海水浴場として知られ、市民

としては、わが町のシンボルとして「名勝・高田松原」を誇り

高く感じていた。愛護団体も自主的に結成され、清掃活動も

行われ、美化運動も推進されていた。高浜虚子が日本百景

の審査員として訪れたとき「草臥れて 即ち憩う 松落葉」と

詠んだ句碑と、石川啄木が学生時代に訪れて「いのちなき 

砂のかなしさよ さらさらと 握れば指の あいだより落つ」と

一握の砂の句碑があった。  



 高田松原は、歴史的には、気仙郡高田村と気仙村（明治

以前は今泉村）の２ヶ村から成り立っている。今でも地番を

見れば分かるが、ＪＲ陸前高田駅近くの県立高田病院があ

る田圃側は気仙町であり、脇ノ沢駅側の田圃は高田町であ

る。松原の名称も、高田松原と気仙松原（古くは今泉松原）

であったが、昭和３０年の町村合併により陸前高田市となり、

松原の名称も統一された。高田側は居住地に近い為か、仙

台藩の指導で菅野杢之助翁が植林し、今泉側は我家の４代

の祖、松坂新右衛門定宣（さだのぶ）が、享保年間に１０年

の歳月を掛けて自費を投じて、農民のために防砂・防風林と

して植栽したと言われている。（気仙郡史）新聞の写真を良く

見ると、近くにコンクリート造りのユースホステルが倒れてい

る。この近くに千田正知事が揮毫した松坂新右衛門定宣（さ

だのぶ）翁の顕彰碑がある筈である                  

松坂 記 

８ 

 

 

        吉田真二前次長と真人君 

 

 

           ３月２５日マルイ前 

 

 

３月２５日法善寺「水かけ不動」前 

 

 
 

 

ホームページ威力を発揮！ 
  

今回の大震災で印象的だったのは、県人会のホームページ

が最大限活用されたことだ。ホームページを通じて「関西岩

手県人会があることを初めて知った」「岩手のために、出来

ることをやりたい」「岩手出身だが、県人会の活動に協力し

たい」「県人会に入会したい」という書き込みが相次ぎ、ネッ

トの威力を実感させられた。ホームページアップまでに、紆

余曲折があっただけに、一際感慨深い。県人会としては、こ

のホームページを通じて、息の長い支援を続けて行きたいと

願っている。また街頭募金についても、さまざまな機会を捉

えて行っていきたいと思っています。それについては、県人

会の会員の皆さま方のご協力がどうしても必要です。故郷

のために何かをやりたいと思っている方、募金活動に参加し

ても良いという方は、ぜひ県人会事務局にお知らせ下さい。

今後大切なのは、岩手から関西に避難してきた方々のサポ

ートです。慣れない関西での生活について、先輩である会員

のアドバイスや皆さんとの語らいが、どんなに支えになるか

知れません。いずれ皆さんに呼びかけますので、どうかよろ

しくお願いいたします。ホームページを中心に、入会していた

だいた新会員の紹介は、事務局掲示板をご覧ください。           

編集部 

 

 

 

 

 

新入会（敬称略、受け付け順） 

 村山武雄・ミツエ （盛岡市） 畠山安信（花巻市） 

事  務  局  掲  示  板 



 吉田正夫（陸前高田市） 井上悠美子（北上市） 

 扇田靖之（盛岡市） 佐々木哲夫（岩泉町） 

 鳴海賢三（宮古市） 白石豊（大槌町） 

 奥村信子（奥州市） 熊谷保子（奥州市） 

 平田和枝（奥州市） 伊藤恒平（花巻市） 

 北川徳子（花巻市） 四谷正（盛岡市）  

片方賢也（北上市） 川崎紀子（花巻市） 

米内滋郎（盛岡市） 

 

 

編集後記 

 故郷を襲った未曽有の震災に、矢も盾もたまらず、まずは

義援金のお願い、街頭募金に走り回りながら、県人会の中

でも、被害を受けた会員が多く、県人会なりに記録しておく

必要があると思い、震災特別号をお届けすることにした。 

いささか遅きに失した感があり、震災のごく一部にしか過ぎ

ないことは百も承知ながら、しっかり受け止め、今後の活動

の糧にしたいと切に思う。 （龍） 


